
別紙 ５ 

会議結果のお知らせ 

 

令和７年８月１９日掲載 

審議会名称 やまなし農泊強化業務委託審査委員会 

 

定等委員会 

日 時 令和７年７月２９日（火曜日）９時３０分～１２時 

場 所 県庁別館３階産業政策課会議室 

出席者の氏名 （委 員）平岡浩 佐々木和範 相川和茂 功刀徹 佐々木斉 

（事務局）農村振興課課長補佐 他２人 

傍聴者等の数 － 

 議 題 １ やまなし農泊強化業務受託事業企画提案の審査及び受託事業者
の選定について 

会議の結果 議題１ やまなし農泊強化業務委託に係る企画提案について審査し、

受託事業者を選定した。（非公開） 

会議開催を周知 

しなかった理由 

－ 

会議を非公開 

と し た 理 由 
議題１ 山梨県情報公開条例第８条第２号に規定する事項について審議

等を行うときに該当するため（指針第３条第１項）。 

会 議 資 料 

  公表非公表の別 

資料１ 一部公表 

会 議 録 

公表非公表の別 

一部公表 

問い合わせ先 所属名、担当者名：農政部農村振興課 農村整備担当 海平 

電 話 番 号：０５５－２２３－１５９５（直通） 

ファックス番号：０５５―２２３－１６２２ 

備    考  

 



１　契約名

【 配点：25点×審査員5名】

２　審査年月日

企画提案審査方式による選定結果一覧表

3　評価基準、配点及び評価

（業者） （業者）

株式会社さとゆめ 企画提案者A

公表項目

55

【 配点：25点×審査員5名】

（評価基準）

交流会の内容

８　契約金額（税込）

９　随意契約の理由及び根拠法令

（企画提案審査方式の場合）

１０　所属名

５，７５６，０００円

　本業務は、本県における農泊への取り組みを推進するため、民間のノウハウを最大

限に活かし、「企業の社員等がリフレッシュできる農作業等の体験を組み入れた、

「農泊リフレッシュプログラムを作成するためのセミナー」、「リフレッシュプログラムの磨き

上げ」、「リフレッシュプログラムに基づくモデルツアー」を行うものである。

　このため、受託者の業務遂行能力や専門性が要求されることから、価格の比較に

よる競争入札で業者を決定する方法は適さない。

　以上のことから、地方自治法第167条の2第1項第2号の規定により随意契約に

よるものとし、山梨県財務規則137条第3項の規定により見積合わせを省略するこ

ととする。

山梨県農政部農村振興課

５　契約の方法

６　落札者（契約者の名称）

７　契約締結年月日

465

株式会社さとゆめ

令和7年8月13日

【 配点：15点×審査員5名】

４　総合評価の審査結果 698

4044
（評価基準）

業務に係る経費

65

【 配点：25点×審査員5名】

（評価基準）

リーフレットの情報発信効果 75

3590
（評価基準）

リフレッシュプログラムの磨き上げ方法

（評価基準）

経営状況 38

36

85

6080

【配点：10点×審査員5名】　　

（評価基準）

研修の内容

28

（評価基準）

農泊事業者の分析方法

【配点：25点×審査員5名】　　

【配点：20点×審査員5名】　　

（評価基準）

業務実施能力・体制

（評価基準）

類似業務の経験 85

32
【配点：10点×審査員5名】　　

内　　　　　　容

やまなし農泊強化業務委託

令和7年7月29日

（業者）

企画提案者B

56

690
企画提案審査随意契約

90

44

40

75

70

50

95 55 80

（評価基準）

業務実施の効果の発現 70 45 75
【 配点：20点×審査員5名】

90

70
【 配点：25点×審査員5名】


